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陸
雲
詩
研
究 

―
「
為
顧
彦
先
贈
婦
往
返
四
首
」
を
中
心
に
―

佐
　
藤
　
利
　
行
・
閆
　
金
　
鐘

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
陸
雲
、
陸
機
、
二
陸
、
西
晋
文
学
、
顧
彦
先

　
　
　
は
じ
め
に

　

西
晋
の
陸
雲
（
二
六
二
〜
三
〇
三
）
は
、
兄
の
陸
機
と
と
も
に
「
二
陸
」
と

称
さ
れ
、
西
晋
時
代
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
あ
る
（
注
①
）。

　

鍾
嶸
の
『
詩
品
』
は
、
五
言
詩
の
歴
史
を
記
し
、
各
代
の
作
家
に
評
価
を
加

え
て
い
る
が
、
そ
の
序
の
中
で
、
西
晋
の
太
康
年
間
（
二
八
〇
〜
二
八
九
）
は
、

曹
操
父
子
を
中
心
に
所
謂
「
建
安
の
七
子
」
が
活
躍
し
た
建
安
年
間
（
一
九
六

〜
二
一
九
）
に
次
ぐ
五
言
詩
の
第
二
の
隆
盛
期
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

言
う
。

　
　

�

太
康
中
、
三
張
二
陸
、
両
潘
一
左
、
勃
爾
倶
興
、
踵
武
前
王
。
風
流
未
沬
、

亦
文
章
之
中
興
也
。

　

�

太
康
中
、
三
張
・
二
陸
、
両
潘
・
一
左
、
勃
爾
と
し
て
倶
に
興
り
、
武あ
と

を
前

王
に
踵つ

ぐ
。
風
流　

未
だ
沬や

ま
ず
、
亦
た
文
章
の
中
興
な
り
。

す
な
わ
ち
、「
太
康
年
間
に
な
っ
て
、三
張
・
二
陸
、両
潘
・
一
左
ら
の
詩
人
が
、

に
わ
か
に
輩
出
し
て
、
建
安
の
盛
時
を
受
け
継
い
だ
。
風
雅
な
伝
統
は
失
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
こ
に
文
学
（
五
言
詩
）
の
中
興
を
迎
え
た
」
と
述
べ
る
。
こ

こ
に
言
う
「
三
張
」
と
は
張
載
・
張
協
・
張
亢
の
三
兄
弟
、「
二
陸
」
は
陸
機
・

陸
雲
兄
弟
、「
両
潘
」
と
は
潘
岳
と
そ
の
従
子
の
潘
尼
、「
一
左
」
は
左
思
を
指

す
。
こ
れ
ら
の
文
人
が
、
建
安
以
降
に
衰
微
し
て
い
っ
た
五
言
詩
を
再
び
隆
盛

に
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

次
に
劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』
明
詩
篇
を
見
て
み
よ
う
。
劉
勰
は
晋
代
の
詩
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�
晋
世
羣
才
、
稍
入
軽
綺
。
張
左
潘
陸
、
比
肩
詩
衢
。
采
縟
於
正
始
、
力
柔

於
建
安
、
或
析
文
以
為
妙
、
或
流
靡
以
自
妍
。
此
其
大
略
也
。
江
左
篇
製
、

溺
乎
玄
風
、
嗤
笑
徇
務
之
志
、
崇
盛
亡
機
之
談
。
袁
孫
已
下
、
雖
各
有
雕
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采
、
而
辞
趣
一
揆
、
莫
与
争
雄
。
所
以
景
純
仙
篇
、
挺
抜
而
為
俊
矣
。

　

�
晋
世
の
羣
才
は
、
稍や

や
軽
綺
に
入
る
。
張
・
左
・
潘
・
陸
は
、
肩
を
詩し

衢く

に

比な
ら

ぶ
。
采
は
正
始
よ
り
も
縟じ
よ
く

に
し
て
、
力
は
建
安
よ
り
も
柔
に
、
或
い
は
析せ
き

文ぶ
ん

以
て
妙
と
為
し
、或
い
は
流り
う

靡び

以
て
自
ら
妍け
ん

と
す
。此
れ
其
の
大
略
な
り
。

江
左
の
篇
製
は
、
玄
風
に
溺
れ
、
徇じ
ゆ
ん

務む

の
志
を
嗤し

笑せ
う

し
、
亡
機
の
談
を
崇
盛

す
。
袁
・
孫
已
下
、
各
お
の
雕て
う

采さ
い

有
り
と
雖
も
、
辞
趣
は
揆
を
一
に
し
て
、

与と
も

に
雄
を
争
ふ
も
の
莫な

し
。景
純
の
仙
篇
、挺
抜
し
て
俊
と
為
る
所
以
な
り
。

す
な
わ
ち
、「
晋
の
世
の
作
家
た
ち
は
、（
そ
の
作
風
が
）
次
第
に
柔
弱
の
美
に

流
れ
て
い
っ
た
。
張
（
載
・
協
・
亢
）、
潘
（
岳
・
尼
）、
左
（
思
）、
陸
（
機
・

雲
）
ら
が
、
肩
を
詩
壇
に
並
べ
た
が
、
文
飾
は
正
始
時
代
よ
り
も
華
麗
で
、
気

力
は
建
安
よ
り
も
柔
弱
。
分
析
的
に
文
辞
を
細
か
く
す
る
こ
と
を
巧
妙
と
考
え

る
者
も
あ
り
、
文
辞
を
流
麗
に
す
る
こ
と
を
美
し
い
と
考
え
る
者
も
あ
っ
た
。

こ
れ
が
西
晋
時
代
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
東
晋
時
代
の
作
品
は
、
老
荘
の
思
想

に
溺
れ
た
結
果
、
真
面
目
に
世
事
に
務
め
る
精
神
を
さ
げ
す
み
、
清
談
を
崇た
つ
と

ん

だ
。
袁
宏
・
孫
綽
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
式
的
な
美
し

さ
は
有
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
は
画
一
的
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
勝
れ
た
も
の

は
無
い
。
郭
璞
の
『
遊
仙
詩
』
が
ひ
と
き
わ
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
所
以
は
、

こ
こ
に
あ
る
」
と
い
う
。

　

劉
勰
は
西
晋
の
代
表
的
な
文
人
と
し
て
、「
張
」
す
な
わ
ち
張
載
・
張
協
・

張
亢
、「
左
」
す
な
わ
ち
左
思
、「
潘
」
す
な
わ
ち
潘
岳
・
潘
尼
、「
陸
」
す
な

わ
ち
陸
機
・
陸
雲
ら
を
挙
げ
、「
迫
力
は
建
安
時
代
よ
り
も
柔
弱
で
、
文
辞
を

細
か
く
分
析
す
る
こ
と
を
巧
妙
と
考
え
た
り
、
文
辞
を
流
麗
に
す
る
こ
と
を
美

し
い
と
考
え
た
り
す
る
者
が
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
劉
勰
は
漢
代
か
ら
宋
代
に
至
る
ま
で
の
詩
風
の
変
遷
状
況
を
概
観
し

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
晋
代
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、「
晋
世
の
羣
才
は
、
稍
や

軽
綺
に
入
る
」
と
、
晋
代
の
文
人
た
ち
は
、
次
第
に
繊
細
微
弱
の
美
を
追
い
求

め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
き
、
建
安
の
頃
の
「
慷
慨
以
て
気
に
任
じ
、
磊
落
以
て

才
を
使
ふ
」
が
如
き
風
の
無
く
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
特
徴
と
し
て
捉
え
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鍾
嶸
の
『
詩
品
』、
劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』
で
は
、
陸
雲
は
兄�

の
陸
機
と
と
も
に
西
晋
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
注
②
）。

今
回
は
、
陸
雲
の
「
為
顧
彦
先
贈
婦
往
返
四
首
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を

詳
細
に
見
て
行
く
。
今
後
、
他
の
陸
雲
詩
を
も
丹
念
に
読
解
し
て
、
陸
雲
詩
の

特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
陸
雲
の
生
涯

　

陸
雲
の
詩
を
検
討
す
る
前
に
、先
ず
は
陸
雲
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

陸
雲
は
、
呉
の
大
司
馬
で
あ
っ
た
陸
抗
（
二
二
六
〜
二
七
四
）
の
第
五
子
と

し
て
、
永
安
五
年
に
生
ま
れ
た
。
そ
も
そ
も
陸
氏
は
呉
郡
の
名
門
で
、
抗
の
父
、
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す
な
わ
ち
雲
の
祖
父
に
あ
た
る
陸
遜
（
一
八
三
〜
二
四
五
）
は
、
呉
国
の
中
心

的
人
物
で
あ
っ
た
。

　

陸
抗
は
鳳
皇
三
年
（
二
七
四
）
秋
、
病
の
た
め
に
卒
し
、
抗
の
長
子
の
晏
が

後
を
嗣
い
だ
。
そ
の
後
の
様
子
に
つ
い
て
、『
呉
志
』
陸
抗
伝
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�（
陸
抗
、
鳳
皇
三
年
）
秋
遂
卒
。
子
晏
嗣
。
晏
及
弟
景
・
玄
・
機
・
雲
、

分
領
抗
兵
。
晏
為
裨
将
軍
・
夷
道
監
。
…
…
景
字
士
仁
。
以
尚
公
主
拝
騎

都
尉
、
封
毗
陵
侯
。
既
領
抗
兵
、
拝
偏
将
軍
・
中
夏
督
。
澡
身
好
学
、
著

書
数
十
篇
也
。

　

�（
陸
抗
は
、
鳳
皇
三
年
）
秋
、
遂
に
卒
す
。
子
の
晏
嗣
ぐ
。
晏
及
び
弟
の
景
・

玄
・
機
・
雲
は
、
抗
の
兵
を
分
領
す
。
晏
は
裨
将
軍
・
夷
道
の
監
と
為
る
。

…
…
景
、
字
は
士
仁
。
公
主
を
尚め
と

る
を
以
て
騎
都
尉
に
拝
さ
れ
、
毗
陵
侯
に

封
ぜ
ら
る
。
既
に
抗
の
兵
を
領
し
、
偏
将
軍
・
中
夏
の
督
に
拝
せ
ら
る
。
身

を
澡を
さ

め
学
を
好
み
、
書
数
十
篇
を
著
す
な
り
。

す
な
わ
ち
、
父
抗
の
死
後
、
そ
の
兵
を
晏
・
景
・
玄
・
機
・
雲
の
五
子
が
分
割

し
統
率
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、第
二
子
の
景
は
学
問
を
好
み
、相
当
な
文
章
家
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
後
の
裵
松
之
注
に
引
く
『
文
士
伝
』
に
は
、

　
　

陸
景
母
張
承
女
、
諸
葛
恪
外
生
。

　

陸
景
の
母
は
張
承
の
女む
す
め

、
諸
葛
恪
の
外
生
な
り
。

と
あ
る
。
も
し
、
抗
の
六
子
（
雲
の
下
に
は
「
耽
」
と
い
う
弟
が
い
る
）
が
同

生
の
子
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
雲
の
母
は
張
承
の
娘
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

張
氏
と
は
呉
の
四
姓
（
朱
・
張
・
顧
・
陸
）
の
一
つ
で
、
呉
国
に
あ
っ
て
は
名

門
で
あ
り
、
張
承
の
父
の
張
昭
（『
呉
志
』
七
）
は
『
春
秋
左
伝
』
に
通
じ
た

学
者
で
も
あ
り
、
孫
策
の
長
史
・
撫
軍
中
郎
将
と
な
り
、
そ
の
創
業
に
貢
献
し
、

孫
権
の
下
で
は
輔
呉
将
軍
と
な
っ
た
呉
の
重
鎮
で
あ
る
。
兄
の
景
・
機
お
よ
び

雲
が
、
学
問
に
す
ぐ
れ
文
章
の
名
手
で
あ
っ
た
所
以
は
、
あ
る
い
は
張
昭
の
血

を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

少
年
時
代
の
陸
雲
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
本
伝
に
、

　
　

�

六
歳
能
属
文
。
性
清
正
、
有
才
理
。
少
与
兄
機
斉
名
、
雖
文
章
不
及
機
、

而
持
論
過
之
。

　

�

六
歳
に
し
て
能
く
文
を
属つ
づ

る
。
性
は
清
正
に
し
て
、
才
理
有
り
。
少わ
か

く
し
て

兄
の
機
と
名
を
斉ひ
と

し
く
し
、
文
章
は
機
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
持
論
は
之
に
過

ぐ
。

と
あ
る
。
陸
雲
が
わ
ず
か
六
歳
に
し
て
文
章
を
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
注
に
引
く
『
陸
雲
別
伝
』
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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�

雲
字
士
龍
。
呉
大
司
馬
抗
之
第
五
子
、
機
同
母
之
弟
也
。
儒
雅
有
俊
才
。

容
貌
瓌
偉
、
口
敏
能
談
。
博
聞
強
記
、
善
箸
述
。
六
歳
便
能
賦
詩
、
時
人

以
為
項
託
・
揚
烏
之
疇
也
。

　

�

雲
、字
は
士
龍
。
呉
の
大
司
馬
抗
の
第
五
子
に
し
て
、機
の
同
母
の
弟
な
り
。

儒
雅
に
し
て
俊
才
有
り
。
容
貌
は
瓌
偉
、
口
は
敏
に
し
て
能
く
談
ず
。
博
聞

強
記
に
し
て
、
箸
述
を
善よ

く
す
。
六
歳
に
し
て
便
ち
能
く
詩
を
賦
し
、
時
人

は
以
て
項
託
・
揚
烏
の
疇と
も
が
ら

と
為
す
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
幼
い
頃
か
ら
学
問
が
深
く
俊
才
で
あ
り
、
容
貌
も
立
派
で
弁
論

に
も
す
ぐ
れ
、
博
聞
強
記
で
著
述
を
よ
く
し
た
。
六
歳
に
し
て
う
ま
く
詩
を
作

り
、当
時
の
人
々
は
、雲
の
こ
と
を
項
託（
七
歳
で
孔
子
の
師
と
な
っ
た
項
橐
）・

揚
烏
（
揚
雄
の
子
）
の
た
ぐ
い
の
ご
と
き
神
童
で
あ
る
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
呉
の
名
門
の
家
柄
の
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
学
問
に

も
優
れ
器
量
も
立
派
で
あ
っ
た
雲
は
、
さ
ぞ
か
し
そ
の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『
晋
書
』
本
伝
に
は
、

　
　

�

幼
時
、呉
尚
書
広
陵
閔
鴻
見
而
奇
之
曰
、「
此
児
若
非
龍
駒
、当
是
鳳
雛
」。

後
挙
雲
賢
良
、
時
年
十
六
。

　

�

幼
き
時
、
呉
の
尚
書
広
陵
の
閔
鴻
は
見
て
之
を
奇
と
し
て
曰
く
、「
此
の
児

は
若も

し
龍
駒
に
非
ざ
れ
ば
、
当ま
さ

に
是
れ
鳳
雛
な
る
べ
し
」
と
。
後
に
雲
を
賢

良
に
挙
げ
、
時
に
年
十
六
な
り
。

と
あ
り
、
雲
は
十
六
歳
の
時
に
閔
鴻
に
よ
っ
て
賢
良
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　

や
が
て
陸
雲
が
十
九
歳
の
時
、
西
晋
の
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
に
、
呉
は
滅

亡
し
た
。
呉
国
の
滅
亡
は
、
そ
の
ま
ま
陸
氏
一
族
の
滅
亡
で
も
あ
っ
た
。
呉
の

鳳
皇
三
年
（
二
七
四
）、
父
抗
の
亡
き
後
、
父
の
兵
を
分
領
し
て
い
た
抗
の
五

子
の
う
ち
、
長
子
の
晏
は
呉
の
天
紀
四
年
（
二
八
〇
）、
西
晋
の
龍
驤
将
軍
王

濬
の
別
軍
に
殺
さ
れ
、
次
子
の
景
も
ま
た
害
に
遇
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
に
景
は

三
十
一
歳
、
機
は
二
十
歳
で
あ
っ
た
。

　

二
人
の
兄
を
相
次
い
で
亡
く
し
た
機
雲
兄
弟
の
悲
し
み
は
、
い
か
ば
か
り
で

あ
っ
た
か
。
呉
の
滅
亡
、
血
を
分
け
た
兄
の
死
、
こ
う
し
た
悲
痛
な
る
経
験
を

し
た
機
雲
兄
弟
は
、
そ
の
後
、
旧
里
の
華
亭
に
お
よ
そ
十
年
間
、
退
居
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。『
晋
書
』
本
伝
に
は
、

　
　

退
居
旧
里
、
閉
門
勤
学
、
積
有
十
年
。

　

旧
里
に
退
居
し
、
門
を
閉
ざ
し
て
学
に
勤
め
、
積
み
て
十
年
有
り
。

と
あ
り
、
陸
雲
は
兄
の
機
と
と
も
に
学
問
に
精
励
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

太
康
の
末
年
（
二
八
九
）、
陸
雲
は
兄
機
と
相
前
後
し
て
入
洛
し
た
。
洛
と

は
晋
の
都
で
あ
っ
た
洛
陽
の
こ
と
で
あ
る
。
長
く
辛
い
旅
を
続
け
、
や
っ
と
の

思
い
で
洛
陽
に
到
着
し
た
機
雲
兄
弟
は
、
ま
ず
張
華
（
二
三
二
〜
三
〇
〇
）
の

許
を
訪
れ
た
。
当
時
、
張
華
は
晋
王
朝
に
あ
っ
て
政
界
・
文
壇
の
中
心
的
人
物
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で
あ
っ
た
。『
晋
書
』
陸
機
伝
に
は
、
こ
の
時
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　

造
太
常
張
華
。
華
素
重
其
名
、
如
旧
相
識
。

　

�

太
常
の
張
華
に
造い
た

る
。
華
は
素
よ
り
其
の
名
を
重
ん
じ
、
旧も
と

よ
り
相
ひ
識し

る

が
如
し
。

ま
た
、
同
じ
く
『
晋
書
』
張
華
伝
に
は
、

　
　

�

初
陸
機
兄
弟
志
気
高
爽
、
自
以
呉
之
名
家
。
初
入
洛
、
不
推
中
国
人
士
。

見
華
一
面
如
旧
。

　

�

初
め
陸
機
兄
弟
は
志
気
高
爽
に
し
て
、
自
ら
呉
の
名
家
な
る
を
以
て
す
。
初

め
洛
に
入
り
、
中
国
の
人
士
に
推ゆ
づ

ら
ず
。
華
を
見
て
一
面　

旧
の
如
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
張
華
は
機
雲
兄
弟
に
会
う
や
、
た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
た
の

で
あ
っ
た
（
注
③
）。
す
っ
か
り
二
人
の
こ
と
を
気
に
入
っ
た
張
華
は
、「
伐
呉
之

役
、利
獲
二
俊
」（
呉
を
伐
つ
の
役
、利
は
二
俊
を
獲え

た
り
）
と
言
っ
た
と
い
う
。

　

多
く
の
洛
陽
の
人
士
が
、
陸
機
陸
雲
兄
弟
に
冷
淡
で
あ
っ
た
中
で
、
張
華
は

ま
さ
に
二
人
の
才
を
高
く
評
価
し
、
好
意
的
に
二
人
を
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

張
華
は
陸
兄
弟
を
し
ば
し
ば
高
官
た
ち
に
推
薦
し
た
。
太
傅
の
楊
駿
は
陸
機

を
と
り
た
て
て
祭
酒
と
し
た
。
一
方
、
陸
雲
は
刺
史
の
周
浚
に
召
さ
れ
て
従
事

の
官
に
就
い
た
が
、
周
浚
は
雲
の
こ
と
を
、「
陸
士
龍
、
当
今
之
顔
子
也
」（
陸

士
龍
は
、
当
今
の
顔
子
な
り
）
と
、
雲
の
こ
と
を
孔
子
の
高
弟
で
あ
っ
た
顔
淵

に
譬
え
て
賞
賛
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

陸
雲
は
、
ほ
ど
な
く
し
て
公
府
の
役
人
の
ま
ま
太
子
舎
人
と
な
り
、
浚
儀
県

の
令
と
な
っ
て
赴
任
し
た
。
浚
儀
県
は
人
々
の
多
く
集
ま
る
要
地
で
あ
り
、
治

め
る
の
が
難
し
い
県
で
あ
る
と
評
判
で
あ
っ
た
が
、雲
が
令
と
な
っ
て
赴
く
や
、

「
下
は
欺
く
能
は
ず
、
市
に
二
価
無
し
」
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。『
呉
志
』
陸

抗
伝
の
注
に
引
く
『
機
雲
別
伝
』
に
は
、

　
　

雲
為
呉
王
郎
中
令
、
出
宰
浚
儀
。
甚
有
恵
政
、
吏
民
懐
之
、
生
為
立
祠
。

　

�

雲
は
呉
王
の
郎
中
令
と
為
り
、
出
で
て
浚
儀
に
宰
た
り
。
甚
だ
恵
政
有
り
、

吏
民
は
之
に
懐な
つ

き
、
生
け
る
と
き
に
為
に
祠
を
立
て
り
。

と
あ
る
。

　

元
康
元
年
（
二
九
一
）
に
、
陸
機
は
愍
懐
太
子
の
洗
馬
と
な
り
、
尋
い
で
元

康
三
年
（
二
九
三
）
ご
ろ
、
著
作
郎
に
転
じ
て
い
る
。

　

時
に
恵
帝
賈
后
の
甥
と
し
て
絶
大
な
る
権
力
を
有
し
て
い
た
賈
謐
（
？
〜

三
〇
〇
）
の
「
二
十
四
友
」
に
機
雲
兄
弟
は
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
文
学
を
好

ん
で
い
た
賈
謐
は
、
当
代
一
流
の
文
人
達
を
み
ず
か
ら
の
下
に
集
め
、
一
個
の

文
学
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
が
所
謂
「
二
十
四
友
」
で
あ
る
。



六

陸雲詩研究（佐藤・閆） 26

　

や
が
て
浚
儀
県
の
令
を
辞
し
た
陸
雲
は
、
元
康
四
年（
二
九
四
）に
、
兄
の
機

と
と
も
に
呉
王
晏
の
郎
中
令
と
な
っ
た
。こ
の
時
、雲
は
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
呉
王
司
馬
晏
（『
晋
書
』
巻
六
四
「
武
十
三
王
伝
」）
は
、
武
帝
の

子
で
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
に
呉
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
の
ち
射
声
校
尉
、
後
軍

将
軍
を
歴
任
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
人
と
な
り
は
、
慎
み
深
い
も
の
が
あ
っ
た

が
、
才
能
は
人
並
み
以
下
で
、
武
帝
の
二
十
六
人
の
男
子
の
中
で
最
も
劣
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
に
仕
え
た
機
雲
兄
弟
の
苦
労
は
、
相

当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

機
雲
兄
弟
は
、
入
洛
し
て
か
ら
も
折
に
触
れ
て
は
故
郷
を
懐
か
し
み
、
機
会

が
あ
れ
ば
呉
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、呉
王
晏
の
郎
中
令
と
な
っ
て
呉
に
赴
く
こ
と
は
、或
い
は
兄
弟
に
と
っ

て
は
願
い
を
叶
え
る
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
呉
に
赴

任
し
た
二
人
に
と
っ
て
、
そ
の
生
活
は
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

更
に
凡
庸
な
る
晏
に
仕
え
る
苦
労
も
、相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

や
が
て
元
康
六
年
（
二
九
六
）、陸
雲
は
再
び
入
朝
し
て
尚
書
郎
・
侍
御
史
・

太
子
中
舎
人
・
中
書
侍
郎
と
な
っ
た
。
兄
の
陸
機
も
同
じ
年
に
尚
書
中
兵
郎
に

遷
り
、
殿
中
郎
に
転
じ
た
。

　

そ
の
後
、
趙
王
倫
が
政
治
を
補
佐
す
る
や
、
陸
機
は
招
か
れ
て
相
国
参
軍
と

な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
機
雲
兄
弟
の
後
楯
と
し
て
二
人
を
暖
か
く
見
守
っ
て
き
た
張
華

は
、
趙
王
倫
が
賈
后
に
諂
い
、
禄
尚
書
の
職
を
求
め
、
更
に
ま
た
尚
書
令
と
な

る
こ
と
を
求
め
た
時
、
裵
頠
と
と
も
に
強
硬
に
反
対
し
た
の
が
も
と
で
、
倫
に

ひ
ど
く
怨
ま
れ
て
、
つ
い
に
刑
死
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
乱
世
に
あ
っ
て
、
機
雲
兄
弟
も
し
ば
し
ば
危
難
に
遭
遇
す
る
。
趙

王
倫
は
帝
位
を
簒
奪
す
る
や
、
陸
機
を
中
書
郎
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

機
に
と
っ
て
は
甚
だ
不
都
合
な
こ
と
と
な
っ
た
。
趙
王
倫
は
帝
位
に
就
い
て
、

わ
ず
か
三
か
月
余
り
で
斉
王
冏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
王
の
反
乱
に
よ
っ
て
帝
位

を
失
い
、
死
を
賜
る
こ
と
と
な
っ
た
。
斉
王
冏
は
、
機
が
中
書
に
努
め
て
い
た

か
ら
、
倫
の
下
で
、
九
錫
文
や
禅
位
の
詔
に
、
必
ず
や
機
が
関
与
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
機
を
救
っ
て
く
れ
た

の
が
呉
王
晏
と
成
都
王
穎
で
あ
っ
た
。
恩
赦
に
よ
っ
て
機
の
命
は
救
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
混
迷
の
続
く
西
晋
王
朝
に
あ
っ
て
、
陸
機
は
持
ち
前
の
才
能
と
そ

の
名
声
を
た
の
み
、
世
の
混
乱
を
正
そ
う
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
弟
の
雲
は
そ

れ
を
補
佐
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

政
治
の
実
権
は
趙
王
倫
か
ら
斉
王
冏
に
移
っ
た
が
、
世
の
混
迷
は
些
か
も
改

善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
太
安
元
年
（
三
〇
二
）、
冏
は
恵
帝
の

弟
の
長
沙
王
乂
に
よ
っ
て
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
後
は
、
長
沙
王
乂
・
成
都

王
穎
・
河
間
王
顒
の
三
人
が
権
力
の
中
枢
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

時
に
機
雲
兄
弟
は
、
穎
が
機
の
命
を
救
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て
穎
の

人
柄
が
謙
虚
で
あ
り
、
穎
な
ら
ば
必
ず
や
晋
王
室
を
興
隆
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
そ
の
身
を
穎
に
委
ね
て
い
た
。
穎
は
上
表
し
て
雲
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を
清
河
内
史
と
し
、
機
を
平
原
内
史
と
し
た
。
穎
は
、
斉
王
冏
を
討
と
う
と
し

て
、
雲
を
前
鋒
都
督
と
し
た
が
、
た
ま
た
ま
冏
が
殺
さ
れ
た
の
で
、
雲
は
大
将

軍
の
右
司
馬
に
転
じ
た
。

　

し
か
し
、
機
雲
兄
弟
が
信
任
し
て
い
た
成
都
王
穎
も
、
政
治
の
実
権
を
握
る

や
、
次
第
に
驕
慢
と
な
り
、
政
治
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
雲
は
、
し
ば
し
ば
直
言
し
て
御
意
に
逆
ら
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
穎
に
寵
愛

さ
れ
て
い
た
宦
者
で
黄
門
の
孟
玖
が
、
自
分
の
父
親
を
邯
鄲
の
令
と
し
よ
う
と

し
た
時
、
左
長
史
の
盧
志
ら
は
皆
な
孟
玖
に
お
も
ね
り
そ
れ
に
賛
成
し
た
。
し

か
し
雲
は
固
く
そ
れ
を
認
め
ず
、「
此
の
県
は
皆
な
公
府
の
掾
の
資
な
り
。
豈

に
黄
門
の
父
、
之
に
居
る
こ
と
有
ら
ん
や
」（
こ
の
県
の
令
に
は
、
す
べ
て
公

府
の
役
人
が
な
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
黄
門
の
孟
玖
の
父
が
、
こ
の
地
位
に

お
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
）
と
言
っ
て
の
け
た
。
た
め
に
孟
玖
は
雲
を
怨
む
こ

と
と
な
っ
た
。

　

や
が
て
、
長
沙
王
乂
・
成
都
王
穎
・
河
間
王
顒
の
鼎
立
政
権
は
、
も
ろ
く
も

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
成
都
王
穎
は
河
間
王
顒
と
共
に
兵
を
挙
げ
、
長
沙
王
乂

を
討
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
穎
は
陸
機
を
後
将
軍
・
河
北
大
都
督
に
任
命

し
、
北
中
郎
将
の
王
粋
は
冠
軍
の
牽
秀
ら
の
諸
軍
二
十
余
万
人
を
、
機
の
麾
下

に
置
い
た
。

　

太
安
二
年
（
三
〇
三
）
八
月
、
陸
機
は
大
軍
を
率
い
て
朝
歌
を
出
発
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
か
月
後
の
十
月
、
鹿
苑
で
長
沙
王
乂
の
軍
と
戦
っ
た
が
、
機
の
軍

は
大
敗
し
、
七
里
澗
に
退
い
た
。
果
た
し
て
敗
軍
の
将
と
な
っ
た
陸
機
は
、
軍

中
で
処
刑
さ
れ
た
。
時
に
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

機
が
処
刑
さ
れ
る
や
、
弟
の
雲
も
捕
ら
え
ら
れ
た
。
雲
の
捕
縛
を
知
っ
た
成

都
王
穎
の
属
官
で
あ
る
江
統
・
蔡
克
・
棗
崇
ら
は
、
穎
に
上
疏
し
て
雲
を
救
う

よ
う
に
願
っ
た
が
、
穎
は
聞
き
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
雲
を
怨
む

孟
玖
が
穎
を
せ
き
た
て
て
、
雲
を
殺
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
時
に
雲
は
四
十
二
歳

で
あ
っ
た
。

　

雲
の
弟
の
耽
は
、
平
東
将
軍
の
祭
酒
と
な
り
、
兄
同
様
に
良
き
評
判
を
得
た

の
で
あ
っ
た
が
、
雲
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た
。
大
将
軍
の
参
軍
で
あ
っ
た
孫
恵

は
、
淮
南
の
朱
誕
に
手
紙
を
送
り
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
　

�

不
意
三
陸
、
相
携
闇
朝
、
一
旦
湮
滅
。
道
業
淪
喪
。
痛
酷
之
深
、
荼
毒
難

言
。

　

�

意お
も

は
ざ
り
き　

三
陸
の
、
闇
朝
に
相
ひ
携つ
ら
な

り
て
、
一
旦　

湮
滅
せ
ん
と
は
。

道
業
は
淪
喪
す
。
痛
酷
の
深
き
、
荼
毒　

言
ひ
難
し
。

州
里
の
人
々
は
、
み
な
こ
の
よ
う
に
そ
の
死
を
悼
み
歎
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
東
海
王
越
は
穎
を
伐
つ
に
当
た
り
、
天
下
に
檄
文
を
流
し
た
が
、

機
雲
兄
弟
を
無
実
の
罪
で
殺
害
し
た
と
い
う
罪
状
で
、穎
を
非
難
し
た
と
い
う
。
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陸
雲
の
詩

　

今
回
は
、陸
雲
の
詩
の
中
か
ら
「
為
顧
彦
先
贈
婦
往
返
四
首
」
を
取
り
上
げ
、

そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る（
注
④
）。
こ
の
往
返
の
四
首
は
、〈
其
一
〉〈
其
三
〉

は
顧
彦
先
（
注
⑤
）
の
た
め
に
そ
の
妻
に
贈
る
詩
を
、〈
其
二
〉〈
其
四
〉
は
顧
彦

先
の
妻
の
た
め
に
夫
に
贈
る
詩
を
、そ
れ
ぞ
れ
陸
雲
が
代
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
文
選
』
巻
二
五
に
は
、「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
と
し
て
〈
其
二
〉〈
其
四
〉

の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
の
内
容
は
婦
か
ら
夫
へ
贈
る
も
の
で

あ
る
。『
玉
台
新
詠
』
巻
三
で
は
、「
為
顧
彦
先
贈
婦
往
返
四
首
」
と
し
て
四
首

の
詩
を
載
せ
て
い
る
。

　
　
　

為
顧
彦
先
贈
婦
往
返
四
首
（
顧
彦
先
の
為
に
婦つ
ま

に
贈
る　

往
返
四
首
）

　
　
　
〈
其
一
〉

　
　

我
在
三
川
陽　
　

我
は
三
川
の
陽き
た

に
在
り

　
　

子
居
五
湖
陰　
　

子し

は
五
湖
の
陰み
な
み

に
居
る

　
　

山
河
一
何
曠　
　

山
河　

一
に
何
ぞ
曠ひ
ろ

き

　
　

譬
彼
飛
与
沈　
　

彼か

の
飛
と
沈
と
に
譬た
と

ふ

　
　

目
想
清
慧
姿　
　

目
に
は
清
慧
の
姿
を
想
ひ

　
　

耳
存
淑
媚
音　
　

耳
に
は
淑
媚
の
音
を
存
す

　
　

独
寐
多
遠
念　
　

独
り
寐い

ね
て
遠
く
念
ふ
こ
と
多
く

　
　

寤
言
撫
空
衿　
　

寤さ

め
て
言こ
こ

に
空
衿
を
撫
す

　
　

彼
美
同
懐
子　
　

彼か

の
美
し
き
同ど
う

懐く
わ
い

の
子し

　
　

非
爾
誰
為
心　
　

爾な
ん
ぢ

に
非
ず
ん
ば
誰
に
か
心
を
為
さ
ん

　

わ
た
し
は
三
川
の
北
で
あ
る
洛
陽
に
居
り

　

そ
な
た
は
五
湖
の
南
で
あ
る
呉
に
居
る

　
（
互
い
の
間
に
は
）
山
や
河
が
な
ん
と
遠
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
よ

　

あ�

た
か
も
空
を
飛
ぶ
鳥
と
水
に
沈
む
魚（
と
が
遠
く
懸
け
離
れ
て
い
る
か
の
）

よ
う
で
あ
る

　

わ
た
し
の
目
に
は
そ
な
た
の
清
ら
か
で
か
し
こ
い
姿
が
想
い
浮
か
び

　

わ
た
し
の
耳
に
は
そ
な
た
の
美
し
く
や
さ
し
い
声
が
残
っ
て
い
る

　

独
り
寝
の
身
で
は
遠
く
そ
な
た
の
こ
と
を
思
う
こ
と
が
多
く

　

目
が
覚
め
て
は
空
し
い
衣
の
衿
を
撫
で
て
い
る

　
（
わ
た
し
と
）
同
じ
思
い
で
い
る
か
の
美
し
き
人
よ

　

そ
な
た
で
な
け
れ
ば
誰
が
わ
た
し
の
心
を
慰
め
て
く
れ
よ
う
か

　
　

１　

我
在
三
川
陽
、
子
居
五
湖
陰

〔�

三
川
陽
〕「
三
川
」
と
は
洛
陽
を
流
れ
る
河
水
・
洛
水
・
伊
水
を
い
う
。
陸
機

の
「
贈
顧
令
文
為
宜
春
令
」
詩
〈
其
四
〉
に
、「
三
川
已
曠
、
江
亦
永
矣
」（
三

川
は
已
に
曠は
る

か
に
、
江
も
亦
た
永
し
）
と
あ
る
。「
陽
」
は
北
。
川
の
北
・
山

の
南
は
「
陽
」
で
、
川
の
南
・
山
の
北
は
「
陰
」
と
な
る
。

〔�
五
湖
陰
〕「
五
湖
」
と
は
太
湖
（
呉
の
明
湖
）
の
別
名
。
顧
彦
先
は
呉
の
人
で

あ
る
か
ら
、「
五
湖
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
陰
」
は
南
。
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２　

山
河
一
何
曠
、
譬
彼
飛
与
沈

〔�
一
何
〕
な
ん
と
ま
あ
。
陸
機
の
「
太
山
吟
」
に
「
太
山
一
何
高
、迢
迢
造
天
庭
」

（
太
山
一
に
何
ぞ
高
き
、
迢
迢
と
し
て
天
庭
に
造い
た

る
）、
同
じ
く
「
君
子
有
所

思
行
」
に
「
廛
里
一
何
盛
、
街
巷
紛
漠
漠
」（
廛て
ん

里り

一
に
何
ぞ
盛
ん
な
る
、
街

巷
は
紛
と
し
て
漠
漠
た
り
）
な
ど
と
あ
る
。

〔�

飛
与
沈
〕「
飛
」
は
飛
鳥
。「
沈
」
は
沈
魚
。
洛
陽
に
い
る
自
分
を
飛
鳥
に
、

呉
に
残
る
妻
を
沈
魚
に
譬
え
、
二
人
が
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

陸
機
の
「
悲
哉
行
」
に
「
寤
寐
多
遠
念
、緬
然
若
飛
沈
」（
寤
寐
に
遠
念
多
く
、

緬
然
と
し
て
飛
沈
の
若ご
と

し
）
と
あ
る
。

　
　

３　

目
想
清
慧
姿
、
耳
存
淑
媚
音

〔�

清
慧
姿
〕「
清
慧
」
と
は
、
清
ら
か
で
聡
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
呉
に
残
る
妻
の

こ
と
を
い
う
。「
慧
」
字
、『
玉
台
新
詠
』
は
「
恵
」
に
作
る
。

〔�

淑
媚
音
〕「
淑
媚
」と
は
、淑
や
か
で
美
し
い
こ
と
。こ
こ
で
は
妻
の
声
を
い
う
。

　
　

４　

独
寐
多
遠
念
、
寤
言
撫
空
衿

〔�

寐
・
寤
〕「
寐
」
は
寝
る
こ
と
。「
寤
」
は
目
が
覚
め
る
こ
と
。
二
句
は
寝
て

も
覚
め
て
も
遠
く
に
い
る
妻
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
こ
と
を
言
う
。
陸
機
の「
苦

寒
行
」
に
「
離
思
固
已
久
、
寤
寐
莫
与
言
」（
離
思
は
固ま
こ
と

に
已
に
久
し
く
、
寤

寐
に
与と
も

に
言
ふ
も
の
莫
し
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

〔
遠
念
〕
遠
く
に
い
る
妻
へ
の
思
い
。

〔
空
衿
〕
空
し
い
衣
の
衿
。
妻
が
居
な
い
こ
と
に
対
す
る
思
い
を
言
う
。

　
　

５　

彼
美
同
懐
子
、
非
爾
誰
為
心

〔�

同
懐
子
〕「
懐お
も

ひ
を
同
じ
く
す
る
子
」。
同
じ
思
い
で
い
る
人
。
こ
こ
で
は
呉

に
い
る
妻
を
指
す
。
陸
機
の
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」〈
其
一
〉
に
「
脩
身
悼

憂
苦
、
感
念
同
懐
子
」（
身
を
脩を
さ

む
る
も
憂
苦
を
悼い
た

み
、
同
懐
の
子
を
感
念
す
）

と
あ
る
。
な
お
陸
機
詩
の
此
の
句
は
、『
文
選
』
巻
二
二
・
謝
霊
運
「
登
石
門

最
高
頂
」詩
の「
惜
無
同
懐
客
、共
登
青
雲
梯
」（
惜
し
む
ら
く
は
同
懐
の
客
の
、

共
に
青
雲
の
梯か
け
は
し

に
登
る
無
き
を
）
の
李
善
注
に
、「
陸
機
詩
曰
」
と
し
て
引
か

れ
て
い
る
。

〔�

為
心
〕
心
を
平
静
に
保
つ
こ
と
。
陸
機
「
贈
従
兄
車
騎
」
詩
に
「
翩
翩
游
宦
子
、

辛
苦
誰
為
心
」（
翩へ
ん

翩ぺ
ん

た
る
游
宦
の
子し

、
辛
苦
し
て
誰
か
心
を
為を
さ

め
ん
）
と
見

え
る
。

　
　
　
〈
其
二
〉

　
　

悠
悠
君
行
邁　
　

悠
悠
と
し
て
君
は
行
き
邁ゆ

き

　
　

煢
煢
妾
独
止　
　

煢け
い

煢け
い

と
し
て
妾わ
れ

は
独ひ
と

り
止と
ど

ま
る

　
　

山
河
安
可
踰　
　

山
河
は
安い
づ
く

ん
ぞ
踰こ

ゆ
可
け
ん

　
　

永
路
隔
萬
里　
　

永
路　

萬
里
を
隔へ
だ

つ

　
　

京
室
多
妖
冶　
　

京
室
に
は
妖え
う

冶や

多
く

　
　

粲
粲
都
人
子　
　

粲さ
ん

粲さ
ん

た
る
都
人
子
あ
ら
ん

　
　

雅
歩
擢
繊
腰　
　

雅
歩　

繊
腰
を
擢ひ

き

　
　

巧
笑
発
皓
歯　
　

巧
笑　

皓
歯
を
発ひ
ら

く

　
　

佳
麗
良
可
美　
　

佳
麗　

良ま
こ
と

に
美
な
る
可
し
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衰
賤
焉
足
紀　
　

衰
賤　

焉い
づ
く

ん
ぞ
紀し
る

す
に
足
ら
ん

　
　

遠
蒙
眷
顧
言　
　

遠
く
眷け
ん

顧こ

の
言
を
蒙
る

　
　

銜
恩
非
望
始　
　

恩
を
銜ふ
く

む
こ
と
始
め
よ
り
望
み
し
に
非
ず

　

は
る
ば
る
と
あ
な
た
は
遠
く
に
行
き
行
か
れ

　

わ
た
し
は
独
り
で
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
ま
す

　
（
二
人
を
隔
て
る
）山
や
河
を
ど
う
し
て
越
え
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

　

長
き
道
は
（
二
人
を
）
万
里
も
遠
く
隔
て
て
い
ま
す

　

都
に
は
艶
や
か
な
美
人
が
多
く

　

き
ら
び
や
か
な
都
ぶ
り
の
女
性
が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

　

雅
や
か
に
歩
き
な
が
ら
品
良
く
細
い
腰
を
引
き

　

気
を
引
く
笑
い
は
白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　

そ
の
佳
麗
な
る
さ
ま
は
本
当
に
美
し
い
こ
と
で
あ
り

　

こ�

の
容
貌
の
衰
え
た
田
舎
者
（
の
わ
た
し
）
な
ど
は
と
て
も
話
に
も
な
り
ま

せ
ん

　
（
そ
れ
な
の
に
）
は
る
ば
る
と
情
け
あ
る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

あ
な
た
の
愛
情
を
感
じ
た
の
は
始
め
か
ら
望
ん
だ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

１　

悠
悠
君
行
邁
、
煢
煢
妾
独
止

〔�

悠
悠
〕
は
る
か
遠
く
に
行
く
さ
ま
を
い
う
。『
毛
詩
』
小
雅
・
黍
苗
に
「
悠
悠

南
行
、
召
伯
労
之
」（
悠
悠
た
る
南
行
、
召せ
う

伯は
く

之
を
労
す
）
と
あ
り
、
毛
伝
に

「
悠
悠
は
遠
行
の
意
」
と
い
う
。

〔�

行
邁
〕
行
き
行
く
こ
と
。『
毛
詩
』
王
風
・
黍
離
に
「
行
邁
靡
靡
、中
心
揺
揺
」

（
行
き
邁ゆ

く
こ
と
靡び

靡び

た
り
、
中
心
揺え
う

揺え
う

た
り
）、
同
じ
く
『
毛
詩
』
小
雅
・

小
旻
に
「
如
匪
行
邁
謀
、
是
用
不
得
于
道
」（
行
き
邁
く
に
匪あ
ら

ず
し
て
謀は
か

る
が

如
く
、
是
を
用
て
道
に
得
ず
）
な
ど
と
見
え
る
。

〔�

煢
煢
〕
身
の
拠
る
所
が
無
く
、
助
け
の
無
い
こ
と
を
い
う
。『
毛
詩
』
唐
風
・

杕て
い

杜と

に
「
独
行
睘
睘
」（
独
り
行
き
て
睘け
い

睘け
い

た
り
）
と
あ
る
。「
睘
」
は
「
煢
」

に
同
じ
。

〔�

妾
独
止
〕「
妾
」
は
顧
彦
先
の
妻
の
自
称
。
わ
た
し
は
ひ
と
り
で
呉
に
留
ま
っ

て
い
る
。

　
　

２　

山
河
安
可
踰
、
永
路
隔
萬
里

〔
山
河
〕
呉
と
洛
陽
と
を
遮
る
多
く
の
山
や
河
。

〔
永
路
〕
呉
と
洛
陽
と
を
隔
て
る
遠
い
道
の
り
。

　
　

３　

京
室
多
妖
冶
、
粲
粲
都
人
子

〔�

京
室
多
妖
冶
〕「
京
室
」
と
は
都
、
こ
こ
で
は
洛
陽
を
指
す
。「
妖
冶
」
は
、

艶
や
か
で
美
し
い
女
性
を
い
う
。
司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」
に
「
妖
冶
嫺
都
、

靚
糚
刻
飾
」（
妖え
う

冶や�

嫺か
ん

都と

、
靚せ
い

糚さ
う�

刻
飾
）
と
あ
る
。

〔�

粲
粲
都
人
子
〕「
粲
粲
」
は
き
ら
び
や
か
な
服
を
い
う
。『
毛
詩
』
小
雅
・
大

東
に
「
西
人
之
子
、粲
粲
衣
服
」（
西
人
の
子
は
、粲
粲
た
る
衣
服
す
）
と
あ
り
、

毛
伝
に
「
鮮
盛
な
る
貌
な
り
」
と
い
う
。「
都
人
子
」
は
都
ぶ
り
の
人
。
こ
こ

で
は
田
舎
者
と
は
違
っ
た
都
ぶ
り
の
女
性
を
い
う
。『
毛
経
』
小
雅
・
都
人
子
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に
「
彼
都
人
子
、
狐
裘
黄
黄
」（
彼
の
都
人
子
、
狐こ

裘き
う

黄
黄
た
り
）
と
あ
る
。

　
　

４　

雅
歩
擢
繊
腰
、
巧
笑
発
皓
歯

〔�

雅
歩
擢
繊
腰
〕「
雅
歩
」は
雅
や
か
な
都
風
の
歩
き
か
た
。「
繊
腰
」は
細
い
腰
。

「
擢
」
は
引
く
、抜
き
出
す
。
此
の
字
、『
玉
台
新
詠
』
は
「
嫋
」
に
作
る
。「
雅

歩
は
繊
腰
に
嫋た
お
や

か
に
」。

〔�

巧
笑
発
皓
歯
〕「
巧
笑
」
愛
ら
し
い
笑
い
顔
。『
毛
詩
』
衛
風
・
碩
人
に
「
巧

笑
倩
兮
、
美
目
盼
兮
」（
巧
笑
倩せ
ん

た
り
、
美
目
盼へ
ん

た
り
）
と
あ
る
。「
皓
歯
」

は
白
い
歯
。
曹
植
「
洛
神
賦
」
に
「
丹
脣
外
朗
、
皓
歯
内
鮮
」（
丹
脣
は
外
に

朗て

り
、
皓
歯
は
内
に
鮮
や
か
な
り
）
と
あ
る
。

　
　

５　

佳
麗
良
可
美
、
衰
賤
焉
足
紀

〔�

佳
麗
良
可
美
〕「
佳
麗
」
は
都
の
美
し
き
女
性
を
い
う
。「
美
」
字
、『
玉
台
新
詠
』

は「
羨
」に
作
る
。「
良
に
羨
む
可
し
」（
本
当
に
羨
ま
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
）。

〔�

衰
賤
〕容
色
の
衰
え
た
身
分
賤
し
き
人
。こ
こ
で
は
妻
が
自
分
の
こ
と
を
言
う
。

　
　

６　

遠
蒙
眷
顧
言
、
銜
恩
非
望
始

〔�

眷
顧
言
〕
情
け
に
溢
れ
た
言
葉
。「
眷
顧
」
は
情
け
を
か
け
る
こ
と
。『
毛
詩
』

小
雅
・
大
東
に
「
睠
言
顧
之
、
潸
焉
出
涕
」（
睠か
へ
り

み
て
言こ
こ

に
之
を
顧
み
、
潸さ
ん

と

し
て
涕な
み
だ

を
出い
だ

す
）
と
あ
る
。「
睠
」
は
「
眷
」
に
同
じ
。
振
り
返
り
見
る
こ
と
。

一
句
は
、
夫
が
洛
陽
か
ら
詩
を
贈
っ
て
き
た
こ
と
を
言
う
。

〔�

銜
恩
〕
愛
情
を
抱
く
こ
と
。
陸
雲
の
「
答
兄
機
詩
」
に
も
「
銜
恩
恋
行
邁
、

興
言
在
臨
觴
」（
恩
を
銜
み
て
行
き
邁ゆ

く
を
恋し
た

ひ
、
興
き
て
言こ
こ

に
觴さ
か
づ
き

に
臨
む
に

在
り
）
と
見
え
る
。

〔�

非
望
〕
思
い
望
ん
だ
こ
と
で
は
な
い
。『
左
氏
伝
』
宣
公
十
人
年
に
「
非
所
敢

望
也
」（
敢
て
望
む
所
に
非
ざ
る
な
り
）

　
　
　
〈
其
三
〉

　
　

翩
翩
飛
蓬
征　
　

翩へ
ん

翩ぺ
ん

と
し
て
飛
蓬
征ゆ

き

　
　

郁
郁
寒
木
栄　
　

郁
郁
と
し
て
寒
木
栄さ
か

ゆ

　
　

遊
止
固
殊
性　
　

遊
止
は
固も
と

よ
り
性
を
殊こ
と

に
し

　
　

浮
沈
豈
一
情　
　

浮
沈
は
豈あ

に
一
情
な
ら
ん
や

　
　

隆
愛
結
在
昔　
　

隆
愛
は
在い
に

昔し
へ

に
結
び

　
　

信
誓
貫
三
霊　
　

信
誓
は
三
霊
を
貫
く

　
　

秉
心
金
石
固　
　

心
を
秉と

る
こ
と
金
石
の
ご
と
く
固か
た

し

　
　

豈
従
時
俗
傾　
　

豈あ

に
時
俗
に
従
ひ
て
傾
か
ん
や

　
　

美
目
逝
不
顧　
　

美
目　

逝ゆ

く
も
顧か
へ
り

み
ず

　
　

繊
腰
徒
盈
盈　
　

繊
腰　

徒い
た
づ

ら
に
盈え
い

盈え
い

た
り

　
　

何
用
結
中
款　
　

何
を
用も
つ

て
か
中
款
を
結
ば
ん

　
　

仰
指
北
辰
星　
　

仰あ
ふ

い
で
北
辰
星
を
指
す

　

ひ
ら
ひ
ら
と
飛
蓬
の
ご
と
く
（
わ
た
し
は
）
転
が
り
行
き

　

松
柏
の
ご
と
く
（
そ
な
た
は
）
い
つ
ま
で
も
美
し
い

　

旅
行
く
者
と
家
に
留
ま
る
者
と
は
も
と
よ
り
性
質
を
異
に
し
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浮
か
ぶ
者
と
沈
む
者
と
は
そ
の
情
は
一
つ
で
は
な
い

　

二
人
の
真
の
愛
情
は
昔
か
ら
結
ば
れ
て
お
り

　

二
人
の
誠
な
る
誓
い
は
（
天
地
人
の
）
三
霊
を
も
貫
い
て
い
る

　

わ
た
し
が
正
し
い
心
を
保
つ
こ
と
は
金
石
の
ご
と
く
固
く

　

決
し
て
世
俗
の
風
に
流
さ
れ
て
傾
い
た
り
は
し
な
い

　

美
し
い
目
を
し
た
女
性
が
通
り
過
ぎ
て
も
見
向
き
も
せ
ず

　

細
い
腰
つ
き
の
女
性
が
い
て
も
そ
の
美
し
さ
を
空
し
く
す
る
ば
か
り

　

何
を
も
っ
て
か
わ
た
し
の
真
心
を
結
ぼ
う
ぞ

　

そ
れ
は
あ
の
空
で
動
く
こ
と
の
な
い
北
極
星
だ
と
仰
い
で
指
さ
す
の
だ

　　
　

１　

翩
翩
飛
蓬
征
、
郁
郁
寒
木
栄

〔�

翩
翩
飛
蓬
征
〕「
翩
翩
」は
、ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
さ
ま
を
い
う
。『
毛
詩
』小
雅
・

四
牡
に
「
翩
翩
者
鵻
、
烝
然
来
思
」（
翩
翩
た
る
鵻す
ゐ

、
烝
然
と
し
て
来き
た

る
）
と

あ
る
。「
飛
蓬
」
は
、
風
に
吹
か
れ
て
転
が
る
蓬
。
こ
こ
で
は
夫
が
自
ら
を
譬

え
て
い
る
。

〔�

郁
郁
寒
木
栄
〕「
郁
郁
」
は
、
美
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
さ
ま
。「
寒
木
」
は
冬
に

も
凋
む
こ
と
の
な
い
木
。
す
な
わ
ち
松
や
柏
を
い
う
。
陸
機
の
「
尸
郷
亭
」

詩
に
「
秋
草
蔓
長
柯
、
寒
木
入
雲
煙
」（
秋
草
は
長
柯
に
蔓は
び
こ

り
、
寒
木
は
雲
煙

に
入
る
）
と
見
え
る
。
一
句
は
、
妻
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
美
し

い
こ
と
に
譬
え
て
い
る
。

　
　

２　

遊
止
固
殊
性
、
浮
沈
豈
一
情

〔�

遊
止
〕
旅
す
る
者
と
家
に
留
ま
る
者
。
洛
陽
に
い
る
夫
と
呉
に
留
ま
る
妻
と

を
い
う
。

〔
殊
性
〕
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

〔�

浮
沈
〕
浮
か
ぶ
者
と
沈
む
者
。「
遊
止
」
と
同
じ
く
、
遠
く
離
れ
た
夫
と
妻
と

を
い
う
。

〔
一
情
〕
同
じ
心
情
。

　
　

３　

隆
愛
結
在
昔
、
信
誓
貫
三
霊

〔�

隆
愛
結
在
昔
〕「
隆
愛
」
は
夫
婦
の
厚
い
愛
情
。「
在
昔
」
は
、
い
に
し
え
。

む
か
し
。『
毛
詩
』
商
頌
・
那
に
「
自
古
在
昔
、先
民
有
作
」（
古
へ
自よ

り
在
昔
、

先
民
作な

す
有
り
）
と
あ
る
。
陸
機
の
「
皇
太
子
賜
讌
詩
」
に
も
「
誕
育
皇
儲
、

儀
形
在
昔
」（
皇
儲
を
誕
育
す
る
に
、
在い
に

昔し
へ

に
儀
形
せ
り
）
と
見
え
る
。

〔�

信
誓
貫
三
霊
〕「
信
誓
」
は
夫
婦
の
誠
の
誓
い
。「
三
霊
」
は
天
地
人
。
班
固

の
「
典
引
」
に
「
答
三
霊
之
藩
祉
、展
放
唐
之
明
文
」（
三
霊
の
藩
祉
に
答
へ
、

放
唐
の
明
文
を
展ひ
ろ

め
ん
）
と
あ
る
。

　
　

４　

秉
心
金
石
固
、
豈
従
時
俗
傾

〔�

秉
心
〕
正
し
い
心
を
保
つ
こ
と
。『
毛
詩
』
鄘
風
・
定
之
方
中
に
「
匪
直
也
人
、

秉
心
塞
淵
」（
直た

だ
に
人
な
る
の
み
に
匪あ
ら

ず
、心
と
秉
る
こ
と
塞
淵
）
と
あ
り
、

毛
伝
に
「
秉
は
操と

る
な
り
」
と
い
う
。

〔�

金
石
固
〕
金
石
の
よ
う
に
固
く
て
変
わ
ら
な
い
真
心
。『
漢
書
』
巻
三
四
「
韓
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信
伝
」
に
「
今
足
下
雖
自
以
為
与
漢
王
為
金
石
之
交
、
然
終
為
漢
王
所
禽
矣
」

（
今
、
足
下
は
自
ら
漢
王
と
金
石
の
交
は
り
を
為
す
と
以お

為も

ふ
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
終つ
ひ

に
は
漢
王
の
禽と
り
こ

と
す
る
所
と
為
ら
ん
）
と
あ
る
。

　
　

５　

美
目
逝
不
顧
、
繊
腰
徒
盈
盈

〔�

美
目
〕
美
し
い
目
を
し
た
女
性
。
洛
陽
の
美
人
を
い
う
。『
毛
詩
』
衛
風
・
碩

人
に
「
巧
笑
倩
兮
、
美
目
盼
兮
」（
巧
笑
倩せ
ん

た
り
、
美
目
盼へ
ん

た
り
）
と
あ
る
。

〔�

繊
腰
〕
細
い
腰
つ
き
。〈
其
二
〉
に
「
雅
歩
擢
繊
腰
」（
雅
歩　

繊
腰
を
擢ひ

く
）

と
あ
る
の
を
受
け
た
も
の
。「
美
目
」
と
同
様
に
洛
陽
の
美
女
を
い
う
。

〔�

徒
盈
盈
〕「
盈
盈
」
は
女
の
美
し
い
さ
ま
を
い
う
。「
古
詩
十
九
首
」〈
其
二
〉

に
「
盈
盈
楼
上
女
、
皎
皎
当
窓
牖
」（
盈
盈
た
る
楼
上
の
女
、
皎か
う

皎か
う

と
し
て
窓さ
う

牖い
う

に
当
た
る
）
と
あ
る
。「
徒
盈
盈
」
と
は
、
夫
が
美
人
を
相
手
に
し
な
い
こ

と
を
言
う
。

　
　

６　

何
用
結
中
款
、
仰
指
北
辰
星

〔
中
款
〕
本
心
か
ら
の
誠
。
妻
に
対
す
る
真
心
か
ら
の
思
い
を
い
う
。

〔�

北
辰
星
〕
北
極
星
の
こ
と
。
北
極
星
は
同
じ
場
所
に
あ
っ
て
動
く
こ
と
は
な

い
こ
と
か
ら
、夫
の
妻
に
対
す
る
変
わ
る
こ
と
の
な
い
愛
情
に
譬
え
て
い
る
。

『
論
語
』
為
政
篇
に
「
子
曰
、
為
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
」

（
子
曰
く
、
政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
る
は
、
譬
へ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
、

衆
星
の
之
に
共
す
る
が
如
し
）
と
あ
る
。

　
　
　
〈
其
四
〉

　
　

浮
海
難
為
水　
　

海
に
浮
か
び
て
は
水
を
為な

し
難
く

　
　

遊
林
難
為
観　
　

林
に
遊
び
て
は
観
を
為
し
難
し

　
　

容
色
貴
及
時　
　

容
色
は
時
に
及
ぶ
を
貴
び

　
　

朝
華
忌
日
晏　
　

朝
華
は
日
の
晏お
そ

き
を
忌
む

　
　

皎
皎
彼
姝
子　
　

皎か
う

皎か
う

た
り　

彼
の
姝し
ゆ

子し

　
　

灼
灼
懐
春
粲　
　

灼し
や
く

灼し
や
く

た
り　

春
を
懐お
も

ふ
の
粲さ
ん

　
　

西
城
善
雅
儛　
　

西
城
は
雅が

儛ぶ

を
善よ

く
し

　
　

総
章
饒
清
弾　
　

総
章
は
清
弾
饒お
ほ

し

　
　

鳴
簧
発
丹
唇　
　

鳴め
い

簧く
わ
う

は
丹
唇
よ
り
発
し

　
　

朱
絃
繞
素
腕　
　

朱
絃
は
素
腕
を
繞め
ぐ

る

　
　

軽
裾
猶
電
揮　
　

軽
裾
は
猶な

ほ
電い
な
づ
ま

の
揮ふ
る

ふ
が
ご
と
く

　
　

雙
袂
如
霞
散　
　

雙さ
う

袂べ
い

は
霞
の
散
ず
る
が
如
し

　
　

華
容
溢
藻
幄　
　

華
容
は
藻さ
う

幄あ
く

に
溢
れ

　
　

哀
響
入
雲
漢　
　

哀
響
は
雲
漢
に
入
る

　
　

知
音
世
所
希　
　

知ち

音い
ん

は
世
に
希ま
れ

な
る
所

　
　

非
君
誰
能
讃　
　

君
に
非
ず
ん
ば
誰
か
能よ

く
讃た
た

へ
ん

　
　

棄
置
北
辰
星　
　

北
辰
星
を
棄
置
し
て

　
　

問
此
玄
龍
煥　
　

此
の
玄
龍
の
煥か
が
や

け
る
を
問
ふ
な
ら
ん

　
　

時
暮
復
何
言　
　

時
の
暮
れ
て
は
復ま

た
何
を
か
言
は
ん

　
　

華
落
理
必
賤　
　

華
の
落
つ
れ
ば
理
と
し
て
必
ず
賤い
や

し
め
ら
れ
ん
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海�

に
舟
を
浮
か
べ
て
雄
大
な
景
色
を
観
れ
ば
川
な
ど
は
水
と
も
認
め
ら
れ
な

く
な
り

　

林
に
遊
べ
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
景
色
も
取
る
に
足
ら
な
く
な
る

　

女
の
容
色
は
そ
の
盛
り
の
時
が
大
切
で
あ
り

　

朝�

に
咲
い
て
暮
れ
に
は
散
る
（
木む
く
げ槿
の
）
花
は
日
の
暮
れ
る
の
を
厭
う
も
の

で
あ
る

　

色
白
の
あ
の
美
し
い
女
の
子
た
ち

　

今
を
盛
り
の
娘
た
ち
は
良
き
連
れ
合
い
を
望
ん
で
美
し
い

　

洛
陽
の
西
城
の
人
た
ち
は
雅
や
か
な
舞
が
上
手
で

　

音
楽
処
の
総
章
に
は
清
ら
か
に
琴
を
弾
く
者
が
多
く
い
る

　

笙
の
音
は
紅
い
唇
か
ら
吹
き
鳴
ら
さ
れ

　

赤
い
絃
の
瑟
は
白
い
腕
に
抱
え
ら
れ
て
奏
で
ら
れ
る

　

軽
や
か
な
裳も

裾す
そ

は
あ
た
か
も
稲
妻
の
飛
び
散
る
よ
う
で
あ
り

　

左
右
の
袂た
も
と

は
ま
る
で
霞
の
散
る
か
の
よ
う
で
あ
る

　

華
や
か
な
姿
は
美
し
い
彩
模
様
の
帷と
ば
り

の
中
に
あ
ふ
れ

　

哀
し
げ
な
調
べ
は
大
空
に
も
響
か
ん
ば
か
り
で
あ
る

　

音
楽
を
よ
く
理
解
す
る
人
は
こ
の
世
に
は
稀
な
る
も
の

　

あ
な
た
で
な
け
れ
ば
誰
が
讃
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

　
（
あ
な
た
は
）
北
辰
星
へ
の
誓
い
な
ど
は
捨
て
置
い
て

　

あ
の
玄
龍
星
の
ご
と
き
輝
け
る
美
人
た
ち
を
お
尋
ね
に
な
る
の
で
し
ょ
う

　

年
を
経
た
今
と
な
っ
て
は
も
う
何
も
言
い
ま
せ
ん

　

花
は
落
ち
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
し
て
貶
め
ら
れ
る
も
の
で
す
か
ら

　
　

１　

浮
海
難
為
水
、
遊
林
難
為
観

〔�

浮
海
難
為
水
〕
海
は
百
川
の
帰
一
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
海
を
見
れ
ば
一
水

な
ど
は
取
る
に
足
ら
な
い
と
い
う
意
。『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に
「
観
海
者
、
難

為
水
」（
海
を
観
る
者
は
、水
を
為
し
難
し
）
と
あ
る
の
に
拠
る
。
こ
こ
で
は
、

洛
陽
で
多
く
の
美
人
を
見
て
い
た
ら
、
少
々
の
美
人
な
ど
は
気
に
な
ら
な
い

こ
と
に
譬
え
て
い
る
。

〔�

遊
林
難
為
観
〕
林
の
中
で
遊
覧
す
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
景
色
も
物
足
り
な

く
な
る
と
い
う
意
。
上
句
と
同
様
に
、
洛
陽
で
多
く
の
美
人
を
夫
は
目
に
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
妻
が
想
像
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

２　

容
色
貴
及
時
、
朝
華
忌
日
晏

〔�

容
色
貴
及
時
〕
女
の
色
つ
や
は
そ
の
盛
り
の
時
を
失
わ
な
い
の
が
大
切
で
あ

る
、
の
意
。

〔�

朝
華
忌
日
晏
〕「
朝
華
」
は
木
槿
を
い
う
。
木
槿
の
花
は
朝
に
開
き
、
夕
暮
れ

に
は
散
る
。

　
　

３　

皎
皎
彼
姝
子
、
灼
灼
懐
春
粲

〔�

皎
皎
彼
姝
子
〕「
皎
皎
」
は
明
る
く
清
ら
か
な
さ
ま
。「
古
詩
十
九
首
」〈
其
二
〉

に
「
盈
盈
楼
上
女
、
皎
皎
当
窓
牖
」（
盈
盈
た
る
楼
上
の
女
、
皎
皎
と
し
て
窓

牖
に
当
た
る
）
と
あ
る
。「
姝
子
」
は
従
順
で
美
し
い
娘
。『
毛
詩
』
鄘
風
・

干
旄
に
「
彼
姝
者
子
、
何
以
畀
之
」（
彼
の
姝
た
る
者
は
子
、
何
を
以
て
か
之

に
畀あ
た

へ
ん
）
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
姝
は
順
な
る
貌
」、
集
伝
に
「
姝
は
美
な
り
」
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と
い
う
。

〔�
灼
灼
懐
春
粲
〕「
灼
灼
」
は
、
花
が
今
を
盛
り
と
美
し
く
咲
く
さ
ま
。『
毛
詩
』

周
南
・
桃
夭
に
「
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
」（
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
り
其

の
華
）
と
あ
り
、毛
伝
に
「
灼
灼
は
、華
の
盛
ん
な
る
な
り
」
と
い
う
。「
懐
春
」

と
は
、
娘
が
年
頃
に
な
っ
て
婚
姻
を
願
う
こ
と
を
い
う
。『
毛
詩
』
召
南
・
野

有
死
麕
に
「
有
女
懐
春
、吉
士
誘
之
」（
女
有
り
春
を
懐
ふ
、吉
士
は
之
を
誘い
ざ
な

ふ
）

と
あ
る
。「
粲
」
は
、
美
し
い
こ
と
。『
毛
詩
』
唐
風
・
綢
繆
に
「
今
夕
何
夕
、

見
此
粲
者
」（
今こ
ん

夕せ
き

は
何
の
夕ゆ
ふ

べ
ぞ
、
此
の
粲
者
を
見
る
）
と
あ
り
、
集
伝
に

「
粲
は
美
な
り
」
と
い
う
。

　
　

４　

西
城
善
雅
儛
、
総
章
饒
清
弾

〔�

西
城
善
雅
儛
〕「
西
城
」
は
洛
陽
の
西
北
隅
に
あ
っ
た
金
墉
城
。
晋
の
時
、
魏

の
宮
人
ら
が
置
か
れ
て
い
た
。
李
善
注
に
引
く
陸
機
『
洛
陽
記
』
に
「
金
墉

城
在
宮
之
西
北
角
。魏
故
宮
人
皆
在
中
」（
金
墉
城
は
宮
の
西
北
の
角
に
在
り
。

魏
の
故も
と

の
宮
人
は
皆
な
中
に
在
り
）
と
あ
り
、
同
じ
く
崔
豹
の
『
古
今
注
』

に
「
魏
文
帝
宮
人
尚
衣
、能
歌
舞
、一
時
冠
絶
」（
魏
の
文
帝
の
宮
人
・
尚
衣
は
、

能
く
歌
舞
し
、
一
時
に
冠
絶
た
り
）
と
あ
る
。

〔�

総
章
〕
当
時
の
楽
官
・
楽
妓
の
詰
所
。
李
善
注
に
引
く
孫
盛
の
『
晋
陽
秋
』

に
「
其
総
章
技
、
即
古
之
女
楽
」（
其
の
総
章
の
技
と
は
、
即
ち
古
へ
の
女
楽

な
り
）
と
あ
る
。

　
　

５　

鳴
簧
発
丹
唇
、
朱
絃
繞
素
腕

〔�

鳴
簧
発
丹
唇
〕「
鳴
簧
」
は
笙
の
笛
。「
丹
唇
」
は
紅
を
引
い
た
赤
い
唇
。
曹

植
「
洛
神
賦
」
に
「
丹
脣
外
朗
、
皓
歯
内
鮮
」（
丹
脣
は
外
に
朗て

り
、
皓
歯
は

内
に
鮮
や
か
な
り
）
と
あ
る
。
ま
た
、
陸
機
の
「
日
出
東
南
隅
行
」
に
「
丹

脣
含
九
秋
、
妍
迹
陵
七
盤
」（
丹
脣
は
九
秋
を
含
み
、
妍け
ん

迹せ
き

は
七
盤
を
陵し
の

ぐ
）

と
見
え
る
。
一
句
は
、
口
紅
を
差
し
た
美
し
い
楽
人
が
笙
を
吹
い
て
い
る
こ

と
を
言
う
。

〔�

朱
絃
繞
素
腕
〕「
朱
絃
」
は
朱
色
の
琴
の
絃
。
朱
の
練
り
絹
で
作
ら
れ
た
。『
礼

記
』
楽
記
に
「
清
廟
之
瑟
、朱
絃
而
疏
越
」（
清
廟
の
瑟
は
、朱
絃
に
し
て
疏
越
）

と
あ
る
。「
素
腕
」
は
楽
人
の
美
し
い
白
い
腕
。
こ
の
腕
に
抱
え
ら
れ
た
瑟
が

演
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

　
　

６　

軽
裾
猶
電
揮
、
雙
袂
如
霞
散

〔�

軽
裾
猶
電
揮
〕
軽
や
か
な
裳
裾
は
あ
た
か
も
稲
妻
の
飛
び
散
る
よ
う
に
翻
る
、

の
意
。「
電
」
は
雷
、
い
な
ず
ま
。

〔�

雙
袂
如
霞
散
〕
左
右
の
二
つ
の
袂
は
、
ま
る
で
霞
の
散
る
か
の
よ
う
に
か
ざ

さ
れ
て
い
る
、
の
意
。「
霞
」
字
、
本
集
・『
文
選
』
は
「
霧
」
に
作
る
が
、

今
は
『
玉
台
新
詠
』
に
従
う
。

　
　

７　

華
容
溢
藻
幄
、
哀
響
入
雲
漢

〔�

華
容
溢
藻
幄
〕「
華
容
」
は
美
し
い
姿
。『
楚
辞
』
招
魂
に
「
蘭
膏
明
燭
、
華

容
備
些
」（
蘭
膏
の
明
燭
に
は
、
華
容
備
は
る
）
と
あ
り
、
集
伝
に
「
華
容
は
、
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美
人
を
謂
ふ
な
り
」
と
い
う
。「
藻
幄
」
は
美
し
く
飾
ら
れ
た
と
ば
り
。

〔�
哀
響
入
雲
漢
〕「
哀
響
」は
哀
調
を
帯
び
た
音
色
。「
雲
漢
」は
天
の
河
。『
毛
詩
』

大
雅
・
棫よ
く

樸ぼ
く

に
「
倬
彼
雲
漢
、
為
章
于
天
」（
倬た
く

た
る
彼
の
雲
漢
は
、
章
を
天

に
為
す
）
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
雲
漢
は
、
天
河
な
り
」
と
い
う
。

　
　

８　

知
音
世
所
希
、
非
君
誰
能
讃

〔�

知
音
世
所
希
〕「
知
音
」
は
音
楽
を
よ
く
解
す
る
人
。『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇

に
見
え
る
伯
牙
と
鍾
子
期
の
故
事
に
拠
る
。「
古
詩
十
九
首
」〈
其
五
〉
に
「
不

惜
歌
者
苦
、
但
傷
知
音
稀
」（
歌
ふ
者
の
苦
し
み
を
惜い
と

は
ず
、
但
だ
知
音
の
稀

な
る
を
傷
む
）
と
あ
る
。

　
　

９　

棄
置
北
辰
星
、
問
此
玄
龍
煥

〔�

棄
置
北
辰
星
〕「
棄
置
」
は
、打
ち
捨
て
る
こ
と
。〈
其
三
〉
に
「
何
用
結
中
款
、

仰
指
北
辰
星
」（
何
を
用も
つ

て
か
中
款
を
結
ば
ん
、
仰あ
ふ

い
で
北
辰
星
を
指
す
）
と

あ
り
、
夫
が
北
辰
星
を
指
し
て
真
心
の
誓
い
を
結
ぼ
う
と
い
う
の
に
対
し
、

妻
の
方
は
夫
が
そ
の
誓
い
を
打
ち
捨
て
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
自
ら

の
不
安
な
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

〔�

玄
龍
煥
〕「
玄
龍
」
は
軒
轅
星
の
こ
と
。
龍
の
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
美
人

に
譬
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
洛
陽
の
美
し
き
楽
人
た
ち
を
指
し
て
い
る
。

　
　

10　

時
暮
復
何
言
、
華
落
理
必
賤

〔�

時
暮
復
何
言
〕「
時
暮
」
は
、
年
老
い
て
容
貌
の
衰
え
る
こ
と
を
言
う
。「
復

何
言
」
三
字
、『
玉
台
新
詠
』
は
「
勿
復
言
」（
復
た
言
ふ
こ
と
勿な

か
れ
）
に

作
る
。

〔�

華
落
〕
容
姿
の
衰
え
た
こ
と
を
言
う
。『
毛
詩
』
衛
風
・
氓
の
詩
序
に
「
華
落

色
衰
、
相
棄
背
」（
華
落
ち
色
衰
ふ
れ
ば
、
相
ひ
棄
背
す
）
と
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

鍾
嶸
の
『
詩
品
』
で
は
、陸
機
を
潘
岳
・
張
協
・
左
思
ら
と
と
も
に
「
上
品
」

に
位
置
づ
け
、
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　

�

其
源
出
於
陳
思
。
才
高
辞
贍
、挙
體
華
美
。
気
少
於
公
幹
、文
劣
於
仲
宣
。

尚
規
矩
、
不
貴
綺
錯
、
有
傷
直
致
之
奇
。
然
其
咀
嚼
栄
華
、
厭
飫
膏
沢
、

文
章
之
淵
泉
也
。
張
公
歎
其
大
才
、
信
矣
。

　

�

其
の
源
は
陳
思
に
出
づ
。才
は
高
く
辞
は
贍ゆ
た

か
に
し
て
、挙
體　

華
美
な
り
。

気
は
公
幹
よ
り
少
な
く
、
文
は
仲
宣
よ
り
劣
る
。
規
矩
を
尚た
つ
と

び
て
、
綺
錯
を

貴
ば
ず
、
直
致
の
奇
を
傷そ
こ
な

ふ
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
栄
華
を
咀
嚼
し
、
膏
沢

を
厭え
ん

飫よ

す
る
は
、
文
章
の
淵
泉
な
り
。
張
公　

其
の
大
才
を
歎
ず
る
は
、
信ま
こ
と

な
り
（
注
⑥
）。

す
な
わ
ち
、「
陸
機
の
詩
は
陳
思
王
曹
植
に
源
流
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
文
才

は
高
く
表
現
は
豊
か
で
あ
り
、
文
学
の
本
質
は
華
美
な
も
の
で
あ
る
。
文
章
の

生
気
は
劉
楨
（
字
は
公
幹
）
よ
り
も
少
な
く
、
文
飾
は
王
粲
（
字
は
仲
宣
）
よ

り
も
劣
っ
て
い
る
。
過
去
の
文
学
の
規
範
を
尊
重
し
、
綺
な
る
変
革
を
貴
ぶ
こ
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と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、奇
抜
な
独
自
性
を
損
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

（
陸
機
の
詩
は
）
過
去
の
文
学
の
精
華
を
十
分
に
吸
収
し
、
芳
醇
な
艶
や
か
さ

を
摂
取
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
文
章
の
淵
泉
（
文
学
に
お
け
る
包
容
力
）
な

の
で
あ
る
。
張
華
が
陸
機
の
大
才
を
嘆
じ
た
の
は
、も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
。

　

ま
た
陸
雲
は
、
張
華
や
張
翰
・
潘
尼
・
石
崇
ら
と
と
も
に
「
中
品
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

　
　

清
河
之
方
平
原
、
殆
如
陳
思
之
匹
白
馬
。
於
其
哲
昆
、
故
称
二
陸
。

　

�

清
河
の
平
原
に
方く
ら

ぶ
る
は
、
殆
ん
ど
陳
思
の
白
馬
に
匹く
ら

ぶ
る
が
如
し
。
其
の

哲
昆
に
於
い
て
、
故
に
「
二
陸
」
と
称
す
。

す
な
わ
ち
、「
陸
雲
を
陸
機
と
比
較
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
曹
植
を
曹
彪
に
比

べ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
優
れ
た
兄
の
お
蔭
に
よ
っ
て
、『
二
陸
』
と
称
さ

れ
る
の
で
あ
る
」
と
言
う
。「
清
河
」
と
は
、
成
都
王
穎
の
も
と
で
清
河
内
史

と
な
っ
た
陸
雲
を
指
し
、「
平
原
」
と
は
同
じ
く
平
原
内
史
で
あ
っ
た
陸
機
を

指
す
。「
陳
思
」
は
陳
思
王
曹
植
、「
白
馬
」
は
曹
植
の
異
母
兄
弟
で
あ
っ
た
白

馬
王
曹
彪
を
い
う
。
陸
雲
は
、
兄
の
陸
機
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
二
陸
」
と
併
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
劉
勰
は
言
う
の
で
あ
る
。
確
か
に

陸
機
は
「
上
品
」
に
、
陸
雲
は
「
中
品
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
曹
植
が

「
上
品
」
に
置
か
れ
る
の
に
対
し
、
曹
彪
は
「
下
品
」
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
二
陸
」
の
称
は
、『
晋
書
』
巻
五
四
「
陸
雲
伝
」
に
も
、

　
　

�

雲
字
士
龍
、
六
歳
能
属
文
。
性
清
正
、
有
才
理
。
少
与
兄
機
斉
名
、
雖
文

章
不
及
機
、
而
持
論
過
之
、
号
曰
「
二
陸
」。

　

�

雲　

字
は
士
龍
、
六
歳
に
し
て
能
く
文
を
属つ
づ

る
。
性
は
清
正
に
し
て
、
才
理

有
り
。
少わ
か

く
し
て
兄
の
機
と
名
を
斉ひ
と

し
く
し
、文
章
は
機
に
及
ば
ず
と
雖
も
、

持
論
は
之
に
過
ぎ
、
号
し
て
「
二
陸
」
と
曰
ふ
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
評
価
が
下
さ
れ
た
根
拠
は
何
か
、
そ
れ
を
探
る
に
は
今
日
に
残
さ

れ
た
陸
機
・
陸
雲
の
詩
を
す
べ
て
詳
密
に
読
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（
注
⑦
）。

今
後
、
陸
雲
の
詩
を
丹
念
に
読
み
進
め
、
陸
雲
詩
の
評
価
に
つ
い
て
の
検
討
を

し
た
い
。

　
　
　【
注
】

①
佐
藤
利
行
『
陸
雲
研
究
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。

②
佐
藤
利
行
『
西
晋
文
学
研
究
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。

③
『
晋
書
』
陸
雲
伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
も
見
え
て
い
る
。

　
　

�

機
初
詣
張
華
。
華
問
、「
雲
何
在
」。
機
曰
、「
雲
有
笑
疾
。
未
敢
自
見
」。

俄
而
雲
至
。
華
為
人
多
姿
制
。
又
好
帛
縄
纏
鬚
。
雲
見
而
大
笑
、
不
能
自

已
。

　

�

機
は
初
め
張
華
に
詣い
た

る
。
華
問
ふ
、「
雲
は
何い
づ

く
に
在
る
か
」
と
。
機
曰
く
、
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「
雲
に
は
笑
疾
有
り
。
未
だ
敢
て
自
ら
見ま
み

え
ず
」
と
。
俄
に
し
て
雲
至
る
。

華
は
人
と
為な

り
姿
制
多
し
。
又
た
帛き
ぬ

の
縄
も
て
鬚あ
ご
ひ
げ

を
纏ま
と

ふ
を
好
む
。
雲
は
見

て
大
い
に
笑
ひ
、
自
ら
已
む
こ
と
能
は
ず
。

　

�

す
な
わ
ち
、
張
華
が
格
好
を
つ
け
て
、
そ
の
う
え
絹
ひ
も
で
あ
ご
ひ
げ
を
く

く
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
陸
雲
は
思
わ
ず
大
笑
い
し
、
自
制
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
。

④�

テ
キ
ス
ト
は
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
陸
雲
集
』（
中
華
書
局
）
を
用
い
、

『
文
選
』『
玉
台
新
詠
』
等
を
参
考
に
し
た
。

⑤�

顧
彦
先
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
巻
八
六
「
顧
栄
伝
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

顧
栄
、
字
彦
先
。
呉
国
呉
人
也
。
為
南
土
著
姓
。
祖
雍
、
呉
丞
相
。
父
穆
、

宜
都
太
守
。
栄
機
神
朗
悟
、弱
冠
仕
呉
、為
黄
門
侍
郎
、太
子
輔
義
都
尉
。

呉
平
、
与
陸
機
兄
弟
同
入
洛
。
時
人
号
為
三
俊
。

　

�

顧
栄
、
字
は
彦
先
。
呉
国
・
呉
の
人
な
り
。
南
土
の
著
姓
為た

り
。
祖
は
雍
、

呉
の
丞
相
た
り
。
父
は
穆
、
宜
都
太
守
た
り
。
栄
は
機
神
朗
悟
、
弱
冠
に
し

て
呉
に
仕
へ
、
黄
門
侍
郎
、
太
子
輔
義
都
尉
と
為
る
。
呉
の
平
ぐ
や
、
陸
機

兄
弟
と
同と
も

に
洛
に
入
る
。
時
人
は
号
し
て
三
俊
と
為
す
。

⑥�

『
晋
書
』
巻
五
四
「
陸
機
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

機
天
才
秀
逸
、
辞
藻
宏
麗
。
張
華
嘗
謂
之
曰
、「
人
之
為
文
、
常
恨
才
少
、

而
子
更
患
其
多
」。

　

�

機
は
天
才
秀
逸
、
辞
藻
宏
麗
た
り
。
張
華
は
嘗
て
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
人

の
文
を
為つ
く

る
や
、
常
に
才
の
少
な
き
を
恨
む
に
、
而
る
に
子し

は
更
に
其
の
多

き
を
患
ふ
」
と
。

⑦�

陸
機
の
詩
に
つ
い
て
は
、佐
藤
利
行
『
陸
士
衡
詩
集
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。
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Lu Yun poetry study

Toshiyuki SATO and YAN Jinzhong

Key Words: Lu Yun, Lu Ji, two Lu, Western Jin dynasty literature, Guan Yanxian

Lu Yun (262–303 CE), known as one of the “two Lu,” along with his elder brother Lu Ji, was 

a poet whose works were representative of China’s Western Jin dynasty. Zhong Rong (鍾嶸), in his 

“Criticism of Poetry” (shīpĭn, also known as “Grades of Poetry”), evaluated Lu Yun’s poetry as 

being of “middle rank,” along with the other contemporary poets such as Zhang Hua (張華), Zhang 

Han (張翰), Pan Ni (潘尼), and Shi Chong (石崇). Zhong Rong made the following disparaging 

statement about Lu Yun: “Comparing Lu Yun to Lu Ji is almost the same as comparing Cao Zhi to 

Cao Biao. The only reason people call them “two Lu” is because they are brothers.”(清河之方平

原、殆如陳思之匹白馬。於其哲昆、故称二陸。) What aspect of the poems of Lu Yun drew 

such fierce criticism, leading critics to dismiss them as being below the first rank? To answer this 

question, one must first make a careful, detailed analysis of Lu Yun’s poems in their entirety. This 

paper presents a close examination of Lu Yun’s collection of poems titled Four Epistles for send 

and reply, made for Guan Yanxian and his wife (為顧彦先贈婦往返四首 ). 




